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ヨーロッパ最西端のムスリム飛地国家ボスニアの不確定な将来 
 
ヴィンコ・フット・コウノ（内藤雅雄訳） 
 
 ヨーロッパには圧倒的にムスリム人口が多い国は四つしかないが、ボスニアはその一つであ
る。この国はまた、ヨーロッパ最北西のムスリム飛地国家であり、四方を完全にキリスト教徒
の隣国―クロアチア、モンテネグロおよびセルビア―に囲まれている。 
 アジアやアフリカと異なり、こと宗教に関する限りヨーロッパはむしろ同質な大陸である。
その結果、大抵のヨーロッパ人は、イスラーム同様にキリスト教もまたアジアの地から持ち込
まれたという事実を無視して、イスラームはヨーロッパの地における外来的要素であるという
誤った理解をしている。キリスト教は徐々に広がり、古代ローマ的、スラヴ的またゲルマン的
な多神教のような土着のヨーロッパ的信仰に取って代わっていったが、それらは西アジアから
持ち込まれた一神教的宗教よりも神道とより多くの共通点をもつものである。 
 イスラームはその生誕直後、すなわち拡大するアラブ人の帝国がヨーロッパ側地中海沿岸の
領土の所有権を主張した 7 世紀後半には、ヨーロッパに到達していた。しかし、大陸の南西部
がイスラーム化されたのはほんの一時的であった（アラブによるスペインの支配権は 1492 年に
終局した）のに対し、南東部ヨーロッパは今日まで、相当なムスリム人口を有する地域として
存続している。それに加えて、スペインとポルトガルがアラブ人によってイスラーム化された
のに対し、ムハンマドの信仰をバルカン諸国にもたらしたのは、アラブ人がイベリア半島から
駆逐されたほぼ同じ時期の 15 世紀を通じてバルカン全域を征服したオスマン・トルコであった。 
 しかしながら、ジハード熱に駆られた 7 世紀のアラブ人と異なり、15 世紀のオスマン人はそ
の信仰を広めるためでなく、むしろ富を蓄積するために戦争をした。そのためオスマン人は、
バルカンであれコーカサスであれ、キリスト教徒と出くわしたところでは彼らをイスラームに
改宗させることに拘らなかった。こうした理由で、オスマン帝国のキリスト教徒臣民の大多数
（ブルガリア人、ギリシア人、アルメニア人など）はキリスト教を放棄することなく、5 世紀
の長きにわたるオスマンの支配下に生きた。 
 今述べたトルコ人支配下のキリスト教徒臣民とは異なり、元はムスリムでなかったボスニア
住民の大多数は、トルコ人が 1463 年にその土地を支配したあと間もなく、大挙して素早い改宗
を遂げた。この点で、ボスニアは全オスマン帝国内で独特な位置にあった。というのは、トル
コ人の支配を受けた他の唯一のキリスト教徒民族集団であるアルバニア人もイスラームに改宗
したが、彼らの改宗はもっとずっとゆっくりした過程を辿ったからである。 
 では、ボスニア人（原注１）をそれほど早急に改宗させた要因は何なのか？今日広く信じられて
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いるのは、オスマン帝国内のキリスト教徒はムスリムよりも高い税を払わねばならなかったの
で、税の軽減が大衆的改宗の引き金となったということである。しかしながらこの議論は、帝
国内の他のキリスト教徒が何故改宗しなかったのかを説明していない。ボスニアにおける素早
い改宗に関する一つの可能な説明は、1463 年の征服以前、多数のボスニア人がカトリックある
いは（ギリシア）正教に対してよりは所謂ボスニア教会に忠実であったということかも知れな
い。 
 ただ、ボスニア教会という宗派はイスラームの到来とともに完全に消滅しているので、教会
への確実な所属やその信仰についてはまだ論議されるべき問題である。歴史家の中には、同宗
派は本質的にカトリックあるいは正教の改変版に過ぎないと主張する者もいれば、それはゾロ
アスター教のような二元論的宗教であると主張する者もいる。しかし典礼学的な詳細に関わり
なく、14 世紀以降、ボスニア教会の信徒は当時ボスニアを支配していたハンガリア人のカト
リック当局によって処刑されたということは歴史的事実である。 
 ハンガリア人はその政治的掌握を強めるために、すべてのボスニア人をカトリック教会の管
轄下に置くという努力を惜しまず、その過程で組織的かつ苛酷にあらゆる非カトリック住民を
処罰した。こうした理由から、ボスニア教会の信徒たちはカトリック教会によるさらなる苦難
を逃れるために、オスマン勢力が到来するや直ちにイスラームに改宗したと信じられている。
それに加えて、その当時イスラームはキリスト教よりはるかに自由な宗教であり、おそらくボ
スニア教会の信徒たちがイスラームの傘の下で彼ら本来の信仰内容の多くを遵守し続けること
を認めたのだろうと思われる。 
 トルコ人の支配はボスニアにかつてない変化をもたらした。イスラーム化は迅速で、征服後
ほんの 50 年で人口の 45％がすでに改宗しており、その数字は 17 世紀初頭には 67％にまでの
ぼっている。この時期に、ボスニアの最も大きな都市のいくつか、例えばモスタルやサラエヴォ
などが創建された。これら両都市は今日まで紛れもなくオスマン的な雰囲気を伝えており、す
べてオスマン・トルコ支配期に建設されたモスタルの旧市街はユネスコの世界遺産として登録
されている。 
 トルコ人の支配は、この国がオーストリア・ハンガリー帝国に正式に併合された 1878 年に終
わりを迎えた。この結果ボスニア人ムスリムの集団移動が起こり、10 万から 20 万という人々
が今日のトルコ、主としてイスタンブールの周辺地域に逃れた。この時期にほとんどすべての
ムスリムのエリートは国を離れ、残る住民は非ムスリム政府―最初はウィーン、次いでベルグ
ラード―の下に置かれた。 
 今日ボシュニャク人（原注２）は、1991 年のユーゴスラヴィア崩壊後に成立した 7 つの西バルカ
ン諸国の一つであるボスニア・ヘルツェゴヴィナの住民の約 50％を占める。残りの人口は、圧
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倒的にキリスト教徒のセルビア人とクロアチア人である。 
 そうした多彩な宗教的、民族的混交のため、ヨーロッパの中のこの小国―その面積は日本の
九州と四国を合わせた分に等しい―は、現代ヨーロッパ史における最も血なまぐさい戦争の一
つの震央となった。1990 年代初頭における旧ユーゴスラヴィアの解体過程で、ボスニアの 3 民
族集団（ボシュニャク人、セルビア人、クロアチア人）間の抗争はこの国を殺戮の場と化した。
およそ 20 年たった今も、ボスニア・ヘルツェゴヴィナは、その創立後この新共和国を悩ませて
きたほとんど全面的な経済崩壊、集団的人口移動と政治的不安定から回復しなければならない
状況にある。 
 ボスニアの三つの民族の中で、ボシュニャク人は 1990 年代初頭の内戦で最も厳しい痛手を
被った民族である。国内で最も大きな民族集団であるという事実にかかわらず、彼らは隣国（ク
ロアチア、セルビア）から軍事的、財政的支援を得たセルビア人やクロアチア人に比べて極め
て困難な状況に置かれた。 
 ボシュニャクの指導者たちは、援助を得るためにトルコやサウディアラビアなどのイスラー
ム国家を頼った。この代償として、伝統的に寛容なボシュニャク人はリヤドやテヘランの原理
主義的支配の影響にさらされることになり、1990 年代にはすでにボシュニャク人はそれと分か
るほどにいっそう保守的になった。例えば、ユーゴスラヴィアの崩壊以前には、人前で頭をス
カーフで覆う若いボシュニャク女性を見かけることなど実際あり得なかった。今日では、ムス
リムが多数を占める国のいかなる場所でもそれは極めて普通の光景になっている。 
 ボシュニャク人が保守的なイスラームにますます固執するという事態は、内戦期に被った迫
害に対する反応としても見て取れる。犠牲となった市民全体の 83％もの人がボシュニャク人で
あった。セルビア人が建設・管理した悪名高い強制収容所に拘留された人数の大多数を彼らが
占めていたことからすれば、それは驚くには当たらない。その上、最近のヨーロッパ史でおそ
らく最悪の集団虐殺と言える「スレブレニツァの虐殺（Srebrenica Genocide）」［訳注］の標的となっ
たのもボシュニャク市民であった。 
 西欧世界とイスラーム世界の関係が絶えず悪化している状況が、ムスリム・ボシュニャク人
と隣人であるセルビア人、クロアチア人の和解の助けにならないことは確実である。もう一つ
の不安定要因は、旧ユーゴスラヴィアの分裂以来、西部バルカン地域を悩ませてきた過激なク
ロアチアとセルビアの民族主義であり、それは真に独立し、機能し得るボスニア・ヘルツェゴ
ヴィナの形成を不可能にしている。さらに、もしボシュニャク人が西アジアの独裁的イスラー
ム政権から与えられる軍事的、経済的支援に依存し続けるなら、ボシュニャク人にとってのい
かなる形の豊かな未来を描き出すことも困難である。今日多くのボスニア人は、ボスニアのヨー
ロッパ連合（EU）への加盟が彼らの経済的、政治的諸問題を解決してくれることを望んでいる
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が、その門戸がヨーロッパ在住のムスリムに対しても開かれているのを EU が証明するまでに
は未だ長い道のりが必要である。 
 
 
（原注１）ボスニア人（Bosnians）とは、ボスニアに住むすべての人々を意味する。民族的にいえばセルビ
ア人、クロアチア人、ボシュニャク人が含まれる。 
 
（原注２）ボシュニャク人（Bosniaks）とは、ボスニアのムスリム住民のみを意味する。非ムスリム・ボシュ
ニャク人も少しはいるが、大多数はイスラームを信仰する。 
 
［訳注］ボスニア・ヘルツェゴヴィナ東端部のスレブレニツァで、1995 年 7 月に起こったセルビア人によ
るボシュニャク人大量虐殺事件。1992 年 2 月の住民投票の結果、ボスニア・ヘルツェゴヴィナは
独立宣言したが、このあと各地でセルビア人によるボシュニャク人の殺害が行われた。1993 年に
はボスニア東部の大部分がセルビア人の支配下に入り、スレブレニツァなどいくつかの町が孤立
した。国連安保理事会はスレブレニツァとその周辺を安全地帯に指定し、一部の国連平和維持活
動隊も駐留したが、1995 年 7 月半ばにセルビア人勢力が町に侵入し始め、これを制圧した。その
後、セルビア人による処刑、強姦、破壊が続き、後のボスニア・ヘルツェゴヴィナ当局の発表で
はこのときの死者、行方不明者は 8,300 人以上であったという。（この問題に関する近刊の研究書
として次のものがある。長有紀枝『スレブレニツァ―あるジェノサイドをめぐる考察』、東信堂、
2009 年） 
